
雨滝公衆トイレ及び周辺環境整備事業補助金交付要綱 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、雨滝公衆トイレ及び周辺環境整備事業補助金（以下「本補助金」とい

う。）について、鳥取市補助金等交付規則（昭和４２年鳥取市規則第１１号。以下「規則」

という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（交付目的） 

第２条 本補助金は、雨滝公衆トイレ及び雨滝周辺の環境整備を補助することにより、観光

地施設及び周辺環境の上質化を図りつつ、観光地としての魅力を広く発信することとあわ

せ、観光客の誘客促進につなげることを目的として交付する。 

 （補助対象事業） 

第３条 本補助金の対象となる事業は、施設又は施設の周辺環境の整備を実施することによ

り、観光地としての上質化及び魅力向上につながる事業とする。 

（補助対象者） 

第４条 本補助金の交付の対象となる者は、雨滝公衆トイレ及び雨滝の周辺環境を維持管理

する自治会及び団体とする。 

（補助金の算定等） 

第５条 本補助金は、別表に掲げる補助対象経費から協賛金その他の特定財源により充当さ

れる額を除いた額に１０分の１０を乗じて得た額（１，０００円未満の端数を切り捨てた

額とする。）以内で算定し、予算の範囲内で交付する。 

 （交付申請の時期等） 

第６条 規則第４条の規定による本補助金の交付申請は、事業着手の１５日前までに行わなけれ

ばならない。 

２ 規則第４条の申請書に添付すべき同条第１号及び第２号に掲げる書類は、それぞれ次に掲げ

る書類とする。 

（１）事業計画書（様式第１号） 

（２）収支予算書（様式第２号） 

（承認を要しない変更） 

第７条 規則第９条第１項の市長が別に定める変更は、次に掲げるもの以外の変更とする。 

（１）本補助金の増額 

（２）本補助金の２割を超える減額 

（着手届を要しない場合） 

第８条 規則第１０条第１項第３号の市長が別に定める場合は、同項第１号又は第２号に規定す

る補助事業以外のすべての補助事業に係る場合とする。 

（実績報告） 

第９条 規則第１２条に定める実績報告は、補助事業の完了、中止又は廃止の日から１５日を経

過する日までに行わなければならない。 

２ 規則第１２条の報告書に添付すべき同条第１号及び第２号に掲げる書類は、それぞれ次に掲

げる書類とする。 

（１）事業報告書（様式第３号） 



（２）収支決算書（様式第４号） 

（財産の処分制限） 

第１０条 規則第１６条ただし書の期間は、減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和４０

年大蔵省令第１５号）に定める耐用年数に相当する期間（同令に定めのない財産については、

市長が別に定める期間）とする。 

２ 規則第１６条第４号の市長が定める財産は、次のいずれかに該当するものとする。 

（１）取得価格又は効用の増加価格が５０万円以上の機械及び器具 

（２）その他、交付目的を達成するため処分を制限する必要があるものとして市長が別に定める 

もの 

（その他） 

第１１条 この要綱に定めるもののほか、本補助金について必要な事項は、経済観光部長が

別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

（要綱の失効） 

２ この要綱は、令和９年３月３１日限り、その効力を失う。 

別表(第５条関係) 

補

助

対

象

経

費

雨滝公衆

トイレ及

び周辺環

境整備 

消耗品費、燃料費、印刷製本費、光熱水費、修繕費、通信運搬費、手数料、

保険料、委託料、使用料及び賃借料、工事請負費、備品購入費 

（備考）  

上記経費に係る消費税も対象とする。  


